
 

 

 

令和４年度事業報告について 

 

給食の目的である園児・児童・生徒の心身の健全な発達に資するため、

栄養のバランスに配慮した献立内容とした。なお、保護者負担の給食費

については全額を賄材料費にあて、その他の経費については町負担とし、

施設等の保守点検を行い、安全な給食の提供に努めた。  

 

１  給食実績の内訳  

 ⑴  小・中学校  

区    分  回  数  給  食  数（前年度）  給食費決算見込額  

小

学

校  

東  郷  小  191回   93,424食 (93,977食 )    19,094,340円   

春 木 台 小  190回   84,415食 (90,736食 ) 17,397,600円  

諸  輪  小  191回   75,205食 (72,537食 ) 15,393,200円  

音  貝  小  191回   82,306食 (90,542食 ) 17,029,380円  

高  嶺  小  188回   95,538食 (96,961食 ) 19,612,130円  

兵  庫  小  191回   117,605食 (113,654食 ) 23,902,230円  

小 学 校 計   548,493食 (558,507食 ) 112,428,880円  

中

学

校  

東  郷  中  182回   79,046食 (79,168食 ) 18,125,760円  

春  木  中  179回   126,526食 (124,582食 ) 29,692,700円  

諸  輪  中 183回   47,510食 (53,681食 ) 10,943,520円  

中 学 校 計   253,082食 (257,431食 ) 58,761,980円   

そ

の

他  

給食ｾﾝﾀｰ等（※） 193回   5,634食 (5,342食 ) 1,275,700円  

ﾊｰﾄﾌﾙとうごう 193回   604食 (1,017食 ) 92,400円   

そ の 他 計   6,238食 (6,359食 ) 1,368,100円   

合 計   807,813食 (822,297食 ) 172,558,960円   

※  給食センター職員、調理配送委託業者の合計  

 

 



 

 

 ⑵  保育園  

区     分  回  数  給  食  数（前年度） 給食費相当額  

保

育

園  

和 合 290回   24,702食 (26,100食 ) 5,442,600円  

中 部 292回   30,060食 (27,445食 ) 6,630,264円  

ハーモニー 236回   5,551食 (5,181食 ) 1,271,832円  

小規模保育室 

ひよこルーム 
234回   790食 (1,207食 ) 182,616円  

南 部 292回   26,873食 (24,853食 ) 5,934,288円  

音 貝 290回   42,008食 (38,668食 ) 9,228,552円  

た か ね 292回   38,863食 (38,812食 ) 8,526,552円  

給食センター等（※） 224回   2,666食 (2,512食 ) 639,840円  

  合   計  171,513食（164,778食） 37,856,544円  

※  給食センター職員、調理配送委託業者の合計  

 

２  事業の概要  

  安全安心な給食運営及び保育園、学校における食育の推進を図るた

め次の事業を行った。  

⑴  厨房機器及び排水処理場等の保守点検業務を委託し、健全な施設

の維持管理に努めた。  

⑵  食材や食器などの衛生検査等を外部機関に委託し、衛生管理の充  

実を図った。  

⑶  調理員の手の届かない施設や高所のダクトの清掃を委託し、衛生  

的な調理環境の確保に努めた。  

⑷  経年劣化していた設備及び機器を更新した。  

⑸  「地産地消推進事業」として東郷町産食材１０品目（お米のタル

ト、ローゼルタルト、かぼちゃコロッケ、鬼まんじゅう、米粉のオ

ムレット、トマト、米粉、自然農法米、お米のババロア、柿）を公

費により提供した。  

⑹  「有機栽培食材提供事業」として有機栽培食材を小中学校８品目

（小松菜、にんじん、たまねぎ、ピーマン、ほうれんそう、キャベ



 

 

ツ、みずな）、保育園８品目（小松菜、にんじん、たまねぎ、きゅ

うり、ピーマン、オクラ、ほうれんそう、キャベツ）を公費により

提供した。  

⑺  食物アレルギーの子どもたちも食べられる、食物アレルギー対象

食材を全て除いた「にこにこ給食」を小中学校が、学期に２回、合

計６回、保育園が年間８回実施した。  

⑻  町内飲食店と給食の献立を考案し、コラボ給食を実施した。  

 ⑼  歳出経費決算見込み概要  

 

 

R04決算

（千円） 

R03決算

（千円） 

差引 

（千円） 

備  考 

給食センター管理運営事業  
 
  

 （主な経費）     

  （修 繕 料） 5,178 7,739 △2,566  

  （光熱水費） 34,095 24,522 9,573 電気、ガス、水道 

  （調理配送等業務委託料） 136,009 132,340 3,669 
㈱魚国総本社／長期契約 

R5.1.1～R9.12.31まで 

小学校給食事業     

  （賄材料費） 146,618 142,768 3,856  

  （内公費負担分） 4,459 4,268 191 
地産地消食材、有機栽培食材 

アレルギー対応 

中学校給食事業     

  （賄材料費） 78,861 75,787 3,074  

  （内公費負担分） 2,645 2,435 210 
地産地消食材、有機栽培食材 

アレルギー対応 

保育園給食事業     

  （賄材料費） 43,566 44,947 △1,381  

  （内公費負担分） 545 342 203 有機栽培食材 


